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囁藩繍、囎
簗　

　　髪脳．
秋の中里を歩く

10月6日（日）、『第18回中里村民健康ウォーク兼第6回ミオンウォーク』が行われ、

参加者の皆さんは、さわやかな秋晴れの中『ミオンなかさと～林道東山線～城山下～

林道打野～鷹ノ巣～ミオンなかさと』の経路で、全長約14kmを歩き通しました。

秋の林道は、歩くには丁度よい涼しい風が吹き、風景を見ながら歩く人、談笑しな

がら歩く人、元気に飛び回る小学生など、思い思いに秋の自然を楽しんでいました。
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分
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に
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ラ
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セ
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セ
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菊
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室
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ー

☆
発
明
工
夫
・
模
型
展
入
賞
・
入
選

　
作
品
展
示

☆
焼
き
物
体
験
教
室

☆
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
茶
会

☆
2
0
0
2
中
里
村
健
簾
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　地方交付税の減額や村税の落ち込み傾向の中で、歳入・歳出と

もに昨年に比べ増額になっています。

　これは年度末に借入金の一部を抵利率のものに借り換えたこと

によるものです。

　限られた財源の中で、住みよい村づくりのために数多くの事業

が行われました。

　今後も、中里村の発展に最大限の努力をして行きます。

83，008千円
（1．7％）

諸収入　r43，744千円
（0．9％）

繰入金
138，021千円
（2．9％）

使用料及び手数料 　　　繰越金
　　　137，730千円（2．9％）

　　　地方譲与税、地方消費税交付金、
1　　　　自動車取得税交付金、
ll　　　　地方特例交付金278，304千円
　　　　　　　　　　　（5．8％）

村債
717，640千円
（15．0％）

国庫支出金
125，897兼田

（型竺

県支出金
275，157千円
（5．8％）

消防費
127，570千円
（2．7％）

商工費
119，758千円
（2．6％）

教育費
403，800千円
（8．7％）

」

　村税
683，443・千円

　（14、3％）

　　地方交付税
　　2，295，400千円
」　」

　　（48．0％）

議会費
73，585千円（1．6％）

その他
43，609千円（0．9％）
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P　灘講
欝

繕

公債費
1，276，264千円
（27．5％）

　一般会計の歳入決算額47億7，834万4千円、歳出決

算額46億4，708万3千円で、差額が1億3，126万1千円

となります。このうち、平成14年度への繰越事業分

778万6千円を差し引いた1億2，337万5千円が実質収

支となり、平成14年度へ繰り越されました。

平成13年度一般・特別会計決算額　　（単位千円）

項　　目 歳　入 歳　出 差引残額

一　般　会　計 4，778，344 4，647，083 131，261

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険 550，318 485，572 64，746

倉俣診療所 72，673 70，239 2，434

歯科診療所 51，978 46，415 5，563

老人保健 715，661 705，235 10，426

介護保険 364，879 362，201 2，678

簡易水道 251，240 235，060 16，180

下　水　道 503，513 483，595 19，918

民生費
439，683千円
（9．5％）

　皆さんから納めていただいた村税は地方交付税に

次ぐ歳入の大きな部分を占めています。6億8，344万

3千円のうち、固定資産税と村民税で6億3，484万8

千円となっており、村全体の92．9％となっています。

6，616千円（1．1％）

市町村税たばこ税
28，160千円
（4．1％）

入湯税 軽自動車税
13，819千円（2．0％）

村民税
155，890千円
（22．8％）

固定資産税
478，958千円
（70．霊％）
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議会費

ll，430円

、算、　総務費
o

o

璽　101，248円

駕 民生費

68，295円

彪
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吸 衛生費

60，378円

誓　　農林水産費

78，634円

商工費

18，602円

土木費

95，685円

消防費

19，815円

捻酷 、

教育費

62，721円．

，
●
ノ
隻）　
イ

髪評 公債費

198，239円

その他

6，774円

721，821円

　村では、平成13年に財務省、公営企業金融公庫、総務省（簡保）、J　A十日町の融

資（地方債）を受け、次の事業を行いました。

一　　般　　会　　計
事　　業　　名 融資額（単位＝千円） 借　入　先

林道　新　屋　敷　線　開　設　事　業 7，900 総　務　省（郵貯）

県営ため池等整備事業負担金 2，200 総　務　省（郵貯）

急傾斜地崩壊対策事業負担金 5，200 総　務　省（郵貯）

県．営ほ場整備事業負担金 13，900 総　務　省（郵貯）

県営ほ場整備事業負担金（繰越） 5，700 財　　　務　　　省

県営土地改良事業負担金 18，000 総　務　省（郵貯）

県営土地改良事業負担金（繰越） 6，500 財　　　務　　　省

県営農地環境整備事業負担金 5，600 総　務　省（郵貯）
県営農地環境整備事業負担金（繰越） 3，300 財　　　務　　　省
中山間地域活性化総合対策事業負担金 100 総　務　省（郵貯）

林道新屋敷線開設事業（繰越） 2，500 財　　　務　　　省
林道小出田代線改良事業（繰越） 7，100 財　　　務　　　省
ふるさとづくり道路整備事業負担金 8，600 J　A　十　日　町
県道中深見越後田沢停車場線整備負担金 10，600 総　務　省（郵貯）

特定公園ミオンの森公園事業 3，800 総　務　省（簡保）

村道倉下・土倉線改良事業 21，000 財　　　務　　　省

都市農村交流施設整備事業 35，000 財　　　務　　　省

ロ　ー　タ　リ　ー　除雪　車　購　入 8，600 財　　　務　　　省
簡　　　易　　　水　　　道　　　事　　　業 50，100 財　　　務　　　省

減　　　税　　　補　　　て　　　ん 5，700 財　　　務　　　省
臨　　時　　財　　政　　対　　策 79，000 財　　　務　　　省

借　　　　り　　　換　　　　え　　　分 417，240 J　A　十　日　町
計 717，640
簡　易　水道　特　別　会計

中央地区単独整備事業他 53，900 財務省（年金融資）

中央地区単独整備事業他 17，300 公営企業金融公庫
計 71，200
下　水　道特別　会　計

特定環境保全公共下水道 91，100 財　　　務　　　省

特定環境保全公共下水道 17，900 公営企業金融公庫
計 109，000

村の財産は次のとおりとなっています。

．L　　　　　　土也　　　　　　　　　　　　　　　　1，166，635㎡

建　　　　物　　　　　　　　　　　　43，9621／f

積
立
基
金

財政調整基金　　　　　575，396千円
減　　債　　基　　金　　　　　　48，135千円

目
　
的
　
基
　
金

建　　　　r没　　　　基　　　　金　　　　　　　　197，020「FllJ

溶、るさ　と創生基金　　　　　　　60，540千円

地域福祉」，寒金　　　　159，100千円
f漿　　境　　整　　併肯　暑寒　くi＞　　　　　　　　225，010 「「㌃IIJ

中山間地ふるさと水とh保全基金10，000千円

温泉利川施設基金　　　　　30，000千円
文化スポーッ奨励基金　　　　76，306千円
介護給付者準備基金　　　　　ll，926千円

ノト寸　　L嘘　　石汗　　“多　　フ畳奪　　金　　　　　　　　　　　　120，000「「41」

そσ）他定額運川基金　　　　　　　　315，000千』円

国保財調菱，慧金、簡水基金　　　　　　237，385千円

基金合計　　　　　　　　　　2，065，818千円

　今までに融資を受けた地

方債の平成13年度末残高は

次のとおりです。

◆一　般　会　計

　　　　5，053，774千円

◆簡易水道特別会計

　　　　　724，566千円

◆下水道特別会計

　　　　3，027，502千円

村民一人当たりの
　地方債残高

1，367，792円

106，159円

入湯税

1，028円

村たばこ税

4，374円

軽自動車税

2，147円

固定資産税

銘穆

74，396円

村民税

多

（　　 へ

l　l

ウし　㌻

24，214円
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麗國圏囲

”

舎
併

中
里
村
長
山
本
茂
穂

　
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
、
村
内
九
会
場
で
地
域
別
に
懇
談
会

を
開
き
、
村
民
の
皆
様
の
こ
意
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
ま
し

た
。　
な
ぜ
今
合
併
か
。
交
通
、
情
報
手
段
の
発
達
に
よ
る
生
活
圏

域
の
拡
大
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
、
住
民
二
ー
ズ
の
多
様
化
、

財
政
状
況
の
悪
化
等
の
現
状
か
ら
、
二
十
一
世
紀
に
ふ
さ
わ
し

い
地
域
づ
く
り
の
観
点
か
ら
合
併
を
視
野
に
、
座
談
会
に
臨
み

皆
様
と
話
合
い
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
「
合
併
せ
ず
単
独
で
」
「
合
併
し
て
も
中
心
か
ら
は
ず
れ
寂
れ

る
の
で
は
」
「
中
心
か
ら
は
ず
れ
商
売
が
成
立
た
な
く
な
る
の

で
は
」
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、
大
方
の
皆
様
は
「
合
併
も

仕
方
が
な
い
」
「
合
併
を
す
る
な
ら
中
里
村
に
と
っ
て
不
利
の

な
い
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
」
が
大
勢
で
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
新
し
く
生
ま
れ
る
新
市
に
於
い
て
の
、
中
里
村
の
位

置
付
け
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
交
流
施
設
（
公
会
堂
、

体
育
館
）
等
の
施
設
を
、
村
内
に
造
る
こ
と
で
人
の
交
流
を
深

め
る
こ
と
も
一
手
法
で
あ
り
ま
す
。

　
国
、
県
の
積
極
的
な
合
併
推
進
の
飴
玉
を
有
効
に
生
か
す
こ

と
も
考
え
る
べ
き
で
、
座
し
て
寂
れ
る
の
を
待
つ
よ
り
合
併
を

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
将
来
の
当
地
域
の
生
活
基
盤
を
築
く
行
動

を
と
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
六
市
町
村
で
話
し
合

い
、
ど
の
よ
う
な
市
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
そ
の
可
能

性
を
検
討
す
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
更
に
集
落
座
談
会
、
ア
ン

ケ
ー
ト
等
で
村
民
の
意
向
を
取
り
入
れ
、
方
向
を
見
出
し
て
行

く
所
存
で
す
。

■
現
状
は

　
昭
和
の
合
併
直
後
は
、
7
百
人
だ

っ
た
老
齢
人
口
は
今
で
は
2
・
7
倍
の

1
千
9
百
人
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
1
5

歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
生
産
年
齢
人
口
は

5
千
3
百
人
か
ら
3
千
5
百
人
に
減
り
ま

し
た
。
こ
の
ま
ま
推
移
す
る
と
中
堅
の

人
口
が
減
り
、
ま
す
ま
す
少
子
化
が
進

行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
0
歳
か
ら
64

歳
の
人
口
は
8
千
4
百
人
か
ら
約
半
分
の

4
千
5
百
人
に
な
り
ま
し
た
。
盆
踊
り
や

祭
り
に
活
気
が
な
く
な
っ
た
の
は
出
不
精

に
な
っ
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
子
供
の
人

口
、
成
年
の
人
口
が
減
っ
た
た
め
で
あ
る

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

H12年轡S35年
年代別人ロ
の変化

1、886人ゆ708人65歳以上

3，534人蝉15～64歳　　5，310人

1，002人轡3，1430～14歳

将来

6～8億
減る

　　　現在（H13）

農林水産業費
商工観光費
土木費　　13億

14～16億るえ増

合計22億

　
　
億
　
億

　
　
12
　
2
5

　
　
　
　
　
計

　
　
　
　
　
合

，
．
費
費
費

生
生
育

民
衛
教

■
合
併
蔓
な
い
で
い
る
と

　
こ
の
ま
ま
合
併
し
な
い
で
い
る
と
、
中

里
村
で
は
ス
ポ
ー
ツ
等
の
活
動
が
思
い
通

り
に
で
き
ず
、
若
者
は
ま
す
ま
す
活
気
を

失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
財
政
面
で

も
、
民
生
費
、
衛
生
費
、
教
育
費
な
ど
保

健
福
祉
、
ご
み
処
理
、
教
育
費
に
か
か
る

お
金
は
ま
す
ま
す
増
え
、
将
来
仮
に
1
0
％

財
源
が
減
っ
た
と
仮
定
す
る
と
、
農
業
・

商
工
業
振
興
あ
る
い
は
道
路
改
良
に
使
う

こ
と
の
で
き
る
お
金
は
半
分
に
減
っ
て
し

ま
い
、
新
し
い
建
物
の
建
設
費
や
道
路
除

雪
費
に
ま
で
影
響
し
て
く
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。

■
今
が
合
併
の
チ
ャ
ン
ス

　
合
併
し
て
人
々
の
交
流
の
範
囲
を
広

め
、
生
活
に
活
気
を
取
り
戻
す
と
と
も
に
、

財
政
面
で
も
人
作
費
の
削
減
を
ば
じ
め
、

合
併
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
浮
い
た
財
源
を

有
効
に
使
い
、
文
化
の
振
興
、
産
業
の
振

興
を
図
り
、
若
者
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
ぜ
ひ
と
も
必
要

で
す
。

■
合
併
協
議
は
進
め
よ
う

　
地
域
づ
く
り
は
み
ん
な
で
考
え
、
み
ん

な
で
行
う
も
の
。
合
併
協
議
は
、
行
政
・

議
会
だ
け
で
は
な
く
、
6
市
町
村
の
住
民

代
表
が
集
ま
り
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
話

し
合
い
ま
す
。
中
里
村
も
そ
の
中
に
入
り
、

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
合
併
す
る
、
し
な
い
は
そ

の
後
で
判
断
し
て
も
遅
く
は
あ
り
ま
せ
ん

し
、
ま
た
、
合
併
の
是
非
を
判
断
す
る
た

め
の
協
議
会
で
も
あ
り
ま
す
。

◎
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一ド訟鵡驚11驚響鋤

騨麟　　欝辮鵜　　　難煽　難
　

霧鑛雛　　鶯鰻羅．纏畷一

　　稲刈りも終わり、山は紅葉が始まっています。朝晩はすっか

　り冷え込むようになり、空気が澄んで星がよく見えるようにな

　ってきました。しっかり厚着をして星を眺めて見ませんか。

　　11月になると、さみしかった秋の空から、明るい1等星の

　アルデバランやカペラ、ペテルギウスが昇り、惑星の木星と土

　星がおうし座にある賑やかな冬の空にかわってきます。

　　11月の「ドーム中里き☆ら○ら」では、11月中旬の星空と、

★定期投影11月3日・10日・17日・24日
　　　　　　午前11時～11時40分

　★会　　場　ユーモール2階

　★入場料中学生以下100円・一般200円
　★ミュージック・プラネタリウム　内容期日未定

　★連絡先　中里村教育委員会　盈63－4478

　　　　　　ユーモール盈63－2414（土・日曜・祝日）

　★ホームページ　http二／／www．ti∂r∂、orjp／～nabe／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藁

1スライド物語「水がめ座の物語」をお送りします。皆さんのご
§
，来場をお待ちしています。
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㎞司り嚇吻⑳廊ll
◆ポリオ生ワクチン（小児まひ）

・／1月13日（水）保健センター　B二30～14二〇〇受付

　対象者二H14．／月～H14．6月生

◆献血（全血献血）

・11月／9日（火）総合センター

　　　　　　　　　／0二〇〇～12二〇〇、　13：00～／5：00

◆乳幼児健康診査
・1／月8日（金）総合センター　13二〇〇～／4：00受付

　対象者二H14．2月～7月生
　　　　　H13．／2月～H14．／月生

　　　　　H13．2月～3月生
◆幼児歯科健診
・／／月12日（火）総合センター　9二30～10：30受付

　対象者：H11．4月～H12．3月生
・11月／9日（火）総合センター　9：30～／0二30受付

　対象者二H12．4月～H／3．9月生

◆遊びの教室
・11月20日（水）総合センター　9：30～／0二〇〇受付

◆乳幼児身体測定健康相談
・／1月6日（水）保健センター　9二30～11二〇〇

平成15年度』保育園λ園受付

　平成15年度に保育に欠ける児の保育園入園募集を次のとおり

行います。

◆各保育園の定員　・巾里保育園90名　・南保育園90名

　　　　　　　　・貝野保育園50名　・倉俣保育園60名

◆保育時間

○中里・南保育園（認可保育園）

　平日：午前8：30～午後4：00まで。

　土曜：午前8：30～午前11：30まで。

　第2・4土曜については希望制で保育を行います。

　平日は希望により午前7：45～午後6：15まで保育を行います。

o貝野・倉俣保育園（僻地保育園）

　平日：午前8．：30～午後4：00まで。

　土曜：午前8：30～午前11：30まで。

　第2・4土曜については希望制で保育を行います。

◆保育料（認可保育園）

　15年度の基準は国の保育料の徴収基準額が決まり次第、国

　の基準より減額した金額で村の保育料基準を決定します。

　保育料は、村民税の確定時期にあわせて4・5・6月分保

　育料は暫定保育料で徴収し、7月分から確定した額で徴収

　します。その際に差額が生じたら7月以降の保育料から差

　額調整を行います。

◆受付期間　11月1日（火〉～11月15日（火）まで

◆入園資格　村内に住所を有し、保育に欠ける児でおおむね生

　後11ケ月以上児より保育します。ただし、児の状況により

　受け入れが困難と思われる児童は入園をお断りする場合も

　あります。

◆提出書類　入園申込書、家庭調査表、確約書が必要です。な

　お、年度途中での入園を希望している方もこの期間中に必

　ず申請書を提出してください。年度途中の入園については、

　特別な事情がある場合を除きお断りします。

　※入園申込書などは、各保育園と民生課にあります。

◆提出先　各保育園または民生課まで

◆問合せ先中酬役場民生課福祉係螂3－3111騨
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石川医院覆6冨甥

小林内科医院葎解葡

中条病院群看認需

富田医院繧11醤2翻

池田医・院群者綜翻
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／　11月1日～11月20日　￥

暮もしのプ，しンヴー

1働 心配こと相談（廣田和子）固デイサービスセンター

◎13：30～16：00

2仕） 村民芸術祭　総合センター・保健センター　◎9：00～19：00

3（日）

ドーム中里き☆ら○ら定期投影　固ユーモール

◎11：00～11：40

村民芸術祭閻総合センター・保健センター　◎9：00～19：00

村民芸能祭　固ユーモール　◎9：30～14：30

中里村健康まつり　総合セマター　◎10：00～16：00

4（月）
村民芸術祭　固総合センター・保健センター　◎9：00～16：00

5㈹

6㈱
乳幼児身体測定・健康相談　固保健センター　◎9：30～11：00

補聴器相談（リオン）固役場　◎13：45～14：00

7体）

8働
乳幼児健康診査　固総合センター　◎13：00～14：00受付

心配こと相談（樋口虎治郎）圏デイサービスセンター

◎13：30～16：00

9（つ

lO（日） ドーム中里き☆ら○ら定期投影　固ユーモール

◎11：00～11：40

ll（月） 補聴器相談（キコエ）固役場　◎15：30～16：00

12㈹ 幼児歯科健診　固総合センター　◎9：30～10：30受付

13㈱ ポリオ生ワクチン　固保健センター　◎13：30～14：00受付

14㈲ みのり学園クラブ活動　圏総合センター　◎9：45～l　l：30

15囲
心配こと相談（南雲勝男）圏デイサービスセンター
◎13：30（）16：00

16仕）

17（日） ドーム中里き☆ら○ら定期投影　国ユーモール

◎11：00～11：40

18（月）

19㈹
全血献血　固総合センター

◎10：00～12：00、13：00～15：00受付

幼児歯科健診　国総合センター　◎9：30～10：30受付

20㈱
遊びの教室　国総合センター　◎9：30～10：〔）0受付

補聴器相談（リオン）固役場　◎13：45～14：00

※変更する場合があります。ご用の際は確認をお願いします。
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